
 

５．鉄道・軌道及び索道の現況 

 

 鉄道は安全で大量性・速達性・定時性に優れた公共交通機関であり、地域の足として、ま

た都市間輸送の担い手として重要な役割を果たしている。さらに、マイカーなどに比べて

CO2 排出量が極めて低いことから、地球にやさしい交通手段としても注目されている。 

 現在九州管内では、JR３社を含む１５社局の鉄道事業者と４社局の軌道事業者が営業運

転を行っている。長引く経済不況や少子高齢化などにより、鉄・軌道事業を取り巻く環境は

年々厳しさを増しているが、各事業者とも輸送の安全確保と利用者利便の向上に日々努め

ている。また、九州運輸局においても、利用しやすい公共交通機関となるよう、事業者をはじ

め地元自治体と連携し、様々な課題に積極的に取り組んでいるところである。 

 


